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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月24日(2008.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータの格納に適したメモリリソースを有する液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）パネ
ルを備えたディスプレイにおいて、複数のビデオデータストリーム調整プロトコルのうち
一つのみを一度に動的に選択することによって、関連するメモリリソースを節約する方法
であって、
　着信ビデオデータストリームの垂直リフレッシュレートを決定する工程と、
　前記決定に基づいて、複数の利用可能なビデオデータストリーム調整プロトコルから、
一つのビデオデータストリーム調整プロトコルのみを選択する工程と、
　適切なビデオテータを内部に格納する前記メモリリソースを使用して、前記選択された
ビデオデータストリーム調整プロトコルのみを前記着信ビデオデータストリームに適用す
る工程と、
を備える方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法であって、
　前記複数のビデオデータストリーム調整プロトコルは、フレームレート変換プロトコル
と液晶（ＬＣ）オーバドライブプロトコルとを含む、方法。
【請求項３】
　請求項２記載の方法であって、
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　前記フレームレート変換プロトコルは、ネイティブフレームレートを表示フレームレー
トに低減するように構成されたフレームレート低減プロトコルである、方法。
【請求項４】
　請求項３記載の方法であって、さらに、
　前記ビデオ垂直リフレッシュレートが閾値を上回る時には、前記フレームレート変換プ
ロトコルのみを選択する工程と、
　前記着信ビデオ垂直リフレッシュレートを望ましい垂直リフレッシュレートに低減する
工程と、
を備える、方法。
【請求項５】
　請求項４記載の方法であって、さらに、
　前記ビデオ垂直リフレッシュレートが前記閾値以下である時には、前記ＬＣピクセルオ
ーバドライブプロトコルのみを選択する工程を備える、方法。
【請求項６】
　請求項１記載の方法であって、
　前記メモリリソースは、フレームバッファである、方法。
【請求項７】
　ビデオソースによって提供された着信ビデオデータストリームの調整に使用される複数
のビデオデータストリーム調整プロトコルのうち一つのみを動的に選択する装置であって
、
　前記着信ビデオデータストリームのネイティブ垂直リフレッシュレートを決定するよう
に構成され、前記ビデオソースに結合されたビデオリフレッシュレート決定ユニットと、
　前記ネイティブ垂直リフレッシュレートに基づいて前記一つのビデオデータストリーム
調整プロトコルのみを選択するように構成され、前記ビデオリフレッシュレート決定ユニ
ットに結合されたセレクタユニットと、
　前記セレクタユニットに結合され、前記選択されたビデオデータストリーム調整プロト
コルに関連するビデオデータストリーム調整プロトコルユニットのみが有効化される複数
のビデオデータストリーム調整プロトコルユニットと、
　前記選択されたビデオデータストリーム調整プロトコルに必要なメモリソースの提供に
相応しいサイズと速度とを有し、前記選択されたビデオデータストリーム調整プロトコル
の実行に使用されるビデオデータの格納に使用されるとともに、前記複数のビデオデータ
ストリーム調整プロトコルユニットの各々に結合されたメモリソースと、
を備える装置。
【請求項８】
　請求項７記載の装置であって、
　前記装置は、液晶（ＬＣ）ディスプレイデバイスに組み込まれている、装置。
【請求項９】
　請求項８記載の装置であって、
　前記複数のビデオデータストリーム調整プロトコルは、フレームレート変換プロトコル
とＬＣピクセルオーバドライブプロトコルとを含む、装置。
【請求項１０】
　請求項７記載の装置であって、
　前記メモリリソースは、単一のビデオフレームに適したビデオデータを格納するように
適切に構成されたフレームバッファである、装置。
【請求項１１】
　請求項９記載の装置であって、
　前記フレームレート変換プロトコルは、ネイティブフレームレートを表示フレームレー
トに低減するように構成されたフレームレート低減プロトコルである、方法。
【請求項１２】
　請求項１１記載の装置であって、
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　前記ビデオ垂直リフレッシュレートが閾値を上回る時には、前記フレームレート変換プ
ロトコルのみが選択され、
　前記ネイティブビデオ垂直リフレッシュレートは、望ましい垂直リフレッシュレートに
低減される、装置。
【請求項１３】
　請求項１２記載の装置であって、
　前記ネイティブビデオ垂直リフレッシュレートが前記閾値以下である時には、前記ＬＣ
ピクセルオーバドライブプロトコルのみが選択される、装置。
【請求項１４】
　ビデオデータの格納に適したメモリリソースを有する液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）パネ
ルを備えたディスプレイにおいて、複数のビデオデータストリーム調整プロトコルのうち
一つのみを一度に動的に選択することによって、関連するメモリリソースを節約するコン
ピュータプログラム製品であって、
　着信ビデオデータストリームの垂直リフレッシュレートを決定するコンピュータコード
と、
　前記決定に基づいて、複数の利用可能なビデオデータストリーム調整プロトコルから、
一つのビデオデータストリーム調整プロトコルのみを選択するコンピュータコードと、
　前記選択されたビデオデータストリーム調整プロトコルに関連するビデオデータを前記
メモリリソースに格納するコンピュータコードと、
　前記選択されたビデオデータストリーム調整プロトコルを実施するコンピュータコード
と、
　前記コンピュータコードを格納するコンピュータ読み取り可能な媒体と、
を備えるコンピュータプログラム製品。
【請求項１５】
　請求項１４記載のコンピュータプログラム製品であって、
　前記複数のビデオデータストリーム調整プロトコルは、フレームレート変換プロトコル
と液晶（ＬＣ）オーバドライブプロトコルとを含む、コンピュータプログラム製品。
【請求項１６】
　請求項１５記載のコンピュータプログラム製品であって、
　前記フレームレート変換プロトコルは、ネイティブフレームレートを表示フレームレー
トに低減するように構成されたフレームレート低減プロトコルである、コンピュータプロ
グラム製品。
【請求項１７】
　請求項１６記載のコンピュータプログラム製品であって、さらに、
　前記ビデオ垂直リフレッシュレートが閾値を上回る時には、前記フレームレート変換プ
ロトコルのみを選択し、
　前記着信ビデオ垂直リフレッシュレートを望ましい垂直リフレッシュレートに低減する
、コンピュータプログラム製品。
【請求項１８】
　請求項１６記載のコンピュータプログラム製品であって、さらに、
　前記ビデオ垂直リフレッシュレートが前記閾値以下である時には、前記ＬＣピクセルオ
ーバドライブプロトコルのみを選択する、コンピュータプログラム製品。
【請求項１９】
　請求項１４記載のコンピュータプログラム製品であって、
　前記メモリリソースは、フレームバッファである、コンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】
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